
科学研究費補助金・学術研究助成基金交付内定一覧

令和8年度

部局名 職名 氏名

補助金
学術変革領域

研究(A)公募
健康科学部 教授 森岡　周 26H01245

逸脱する身体との“対話”のデザイン：〈間〉の科学とアー

トで紡ぐケアの倫理

基金 基盤研究(B)
健康ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

教育研究ｾﾝﾀｰ
教授 大住　倫弘 26K02761

脊髄損傷後疼痛の多様な表現型に対応した精密リハビリ

テーションの構築

基金 基盤研究(C) 教育学部 教授 大城　愛子 26K05678
幼児教育・保育の質の向上に向けた評価制度のあり方に関

する日瑞比較研究

基金 基盤研究(C) 教育学部 准教授 森岡　伸枝 26K05843
戦時下の絵本にみる幼児の「皇国民」化と国家の多層的教

育観

基金 基盤研究(C) 教育学部 教授 三木　美香 26K05867
乳幼児期におけるけんかやいざこざ対応の困難感構造の解

明と省察支援枠組みの構築

基金 基盤研究(C) 教育学部 教授 佐藤　学 26K06048
問題に内在する数学的活動を促す要素に基づく教師の知識

更新過程のモデル開発

基金 基盤研究(C)
健康ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

教育研究ｾﾝﾀｰ
講師 伊崎　翼 26K06511

睡眠改善が動脈血圧反射による社会的痛みの緩和効果に与

える効果の解明

基金 基盤研究(C) 健康科学部 准教授 森　康浩 26K10223
子宮体癌FGFR-TKI薬剤感受性を規定する二層制御機構の

解明と個別化治療基盤の確立

基金 基盤研究(C) 健康科学部 教授 山本　裕子 26K13487
若手看護系大学教員のキャリア形成を促進するラダー型支

援プログラムの開発

基金 基盤研究(C) 健康科学部 准教授 紅林　佑介 26K13585
重症精神疾患の包括的生活習慣介入開発：国際共同研究に

よる実現可能性検証

基金 基盤研究(C) 健康科学部 准教授 前田　則子 26K13944
外国人介護職の介護実践に必要な観察・判断・報告力を育

む教育支援プログラムの開発

基金 基盤研究(C) 健康科学部 教授 文　鐘聲 26K13969
在日コリアン超高齢者の二重の識字困難とヘルスリテラ

シーがQOLに及ぼす縦断的影響

基金 基盤研究(C)
健康ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

教育研究ｾﾝﾀｰ
教授 土井　剛彦 26K14137

認知機能低下と歩行速度低下が併存する“Dual Decline”に

おける神経基盤の解明

基金 基盤研究(C) 健康科学部 客員准教授 植田　耕造 26K14163
高齢者の転倒予防に向けた反応的姿勢制御と感覚戦略の関

連性の解明

基金 基盤研究(C)
健康ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

教育研究ｾﾝﾀｰ
准教授 石垣　智也 26K14230

通所施設を利用する要介護高齢者の身体活動を規定する親

和動機とピアサポートの役割

基金 基盤研究(C) 教育学部 教授 辰巳　智則 26K14406
膝前十字靭帯損傷確定診断を受けたアスリートのスポーツ

傷害受容過程の検討

基金 基盤研究(C) 健康科学部 教授 松村　羊子 26K14574
柿タンニンが有する健康増進効果に、腸内細菌叢が関与す

るか？

基金
挑戦的研究

（萌芽）
健康科学部 教授 森岡　周 26K23745

脳卒中後の機能回復の陰に潜む『機能と自己の解離』現象

の発見と定量的解明への挑戦

基金 若手研究 教育学部 講師 西尾　祐美子 26K16913
1,2歳児の母親の心理的適応と支援モデル構築―ASD傾向

を踏まえたロボット支援の可能性

基金 若手研究 健康科学部 准教授 野原　潤子 26K20552
二要因理論で妊婦の知識と実践の壁を破るAI食事改善アプ

リの開発とRCTによる検証

基金 若手研究 健康科学部 講師 桧山　美恵子 26K20817
閉じこもりリスクを抱える在宅認知症高齢者の家族支援モ

デルの開発

事業区分 研究種目
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基金 若手研究 健康科学部 助教 瀧口　述弘 26K20884
経皮的電気神経刺激による疼痛自己管理の最適化と支援法

の開発

基金 若手研究 健康科学部 研究員 佐々木　遼 26K20923
感覚・情動反応に基づくプレゼンティーイズムの客観指標

開発と介入効果予測

基金 若手研究 健康科学部 助教 上西　梢 26K21151
慢性腎臓病患者の食事療法を抜本的に改善する献立の提案

と情報発信

基金
研究活動ス

タート支援
教育学部 准教授 高橋　詩穂 26K24380

初等音楽科における多文化音楽教育の授業モデルの構築ー

MLTに基づく実践を参照してー

基金
研究活動ス

タート支援
教育学部 助教 横山　岳紀 26K24444

ドイツ大学財政における「選択と集中」の抑制要因に関す

る研究


